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例  言
1 本書は、長野県埴科郡坂城町における道路改良事業に伴う寺浦遺跡Vの発掘調査報告書である。
2 寺浦遺跡Vの発掘調査は、坂城町より委託を受け、坂城町教育委員会が実施した。
3 発掘調査所在地及び面積
寺浦遺跡V 長野県埴科郡坂城町大字中之条n3併 l他 約249nf
4 調査期間 現地調査 平成24年 10月 1日 ～平成24年 10月 18日

整理調査 平成24410月 19日 ～平成%年 3月 22日
5 本書の執筆・編集は、助川・時信が行った。
6 本書の作成にあたり、助川 ,時信のほか、朝倉、天田、坂巻、萩野が主な作業を行った。
7 本書及び調査に関する資料は、坂城町教育委員会の責任下において保管されている。

凡  例
1 遺構の略号は、下記のとおりである。
SK→土坑址  sD→溝状遺構
2 遺構名は、時代別ではなく発掘調査時においての命名順である。
3 本書に掲載した実測図の縮尺は該当箇所のスケールの上に記した。
4 挿図中におけるスクリーントーンは、下記を示す。
遺構  饉鰯→地山
5 遺物の挿図中での表記は、第 1図 1は、簡易的に1-1と表記した。
6 ELEの色調は F新版 標準土色帖』の記載に基づいている。
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第 I章 発掘調査の経緯

第 1節 発掘調査 に至 る動機 と経緯

寺浦遺跡は、坂城町大字中之条に所在し、標高420m前後を測る御堂川によって形成された扇状地の扇央

部に位置している。平成元年度に作成された F坂城町遺跡分布図』によると、縄文～平安時代の集落址とさ

れてはいるが、同遺跡隣接地に戦国時代の国人領主村上義清の子にあたる村上景国が拠ったとされる観音坂

城跡も存在しており、関連する中世の遺構の存在が予想されるなど、原始～中世の遺跡である可能性が高い。

平成 5。 6年度に実施された高速道路関連道路改良事業にともなう発掘調査及び平成 6年度に実施された坂

城消防署建設事業に伴う発掘調査等によって、古代に位置づけられる集落址が判明している。

今回、この地に坂城町建設課による道路改良が計画され、遺跡が破壊される恐れが生じた。そのため、原

因者である坂城町建設課と遺跡の保護措置について協議を行ったところ、試掘調査を実施して遺跡の状況を

確認することとなり、平成24年 7月 19日 に試掘調査を実施した。開発対象地にトレンチを設定して遺構 。遺

物の確認を行った結果、複数の遺構が検出された。この結果を基に再度協議した結果、発掘調査を実施し、

遺跡を記録保存することとなった。
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第 1図 寺浦遺跡V位置図 (1:25,000)



第 2節 調査 の構成

発掘調査体制

調査担当者 助川朋廣
調査補助員 朝倉妙子、

整理調査体制

調査担当者 助川朋廣
調査補助員 朝倉妙子、

(事務局)

教  育  長
教育文化課長

文化財係長

文 化 財 係

第 3節 調査 日誌

発掘調査

平成24年 10月 1日

平成24年 10月 2日

平成24年 10月 4日

平成24年 10月 16日

平成24年 10月 17日

平成24年 10月 18日

(坂城町教育委員会学芸員)、 時信武史

天田澄子、坂巻ケン子、萩野れい子

(坂叛町教育委員会学芸員)

(以上、町臨時職員)

(前出)、 時信武史 (前出)

天田澄子、坂巻ケン子、萩野れい子 (以上、町臨時職員)

宮崎義也

柳澤 博

助川朋廣

時信武史

赤池利博、中沢あつみ

機材搬入。

発掘調査開始。重機による表土剥ぎ及び遺構検出。

遺構掘 り下げ開始。

遺構掘 り下げ・遺構実測終了。

埋め戻 し開始。

埋め戻し終了。発槻調査終了。

平成24年度中整理作業及び報告書作成。

作業風景 (北より)
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第Ⅱ章 坂城町の遺跡の立地と環境

第 1節 地理 的環境

坂城町は北信地方と東信地方の接触点にあたり、善光寺平を構成する更埴地方の最南端に位置する。町の

地形は、中央部を貫流する千曲川の氾濫によって形成された氾濫原と、千曲川に流れ込む小河川がつくりだ

した扇状地によって形づくられた小盆地 (坂城盆地)に特徴がある。町の北から東にかけては五里ヶ峰 。大

峰山・虚空蔵山をはじめとする標高1100～1300m前後の山々が連続し、千曲市・上田市との市町村界を形成

し、西は大林山、三ッ頭山などの標高1000m前後の山々が連続し、千曲市・上田市との市町村界となってい

る。南は千曲川右岸の岩鼻と左岸の半過の岩鼻が狭除な地形を形成し、上田盆地と隔てられている。このよ

うな地形から、古来よりこの地域は千曲川流域の要衝の地として注目されてきた。

この地域の気候は、南北に開けた小盆地状をなしていることから、季節風の影響を受けやすいため、夏季

は南風、冬季は北風が強い。また、盆地状になっていることから寒暖の差が大きい。降水量は少なく、日本

で最 も雨量の少ない地域の一つとされている。現在では、この気候も関連し、工業が主要な産業となってお

り、農業では、りんご・バラ・ぶどうの栽培が盛んである。

第 2節 歴 史 的環境

ここで、坂城町の各時期について代表的な遺跡を挙げながら、町の歴史的環境について概略的にふれてお

きたい。 (括弧内の数字は 5、 6ページの坂城町遺跡分布図における遺跡番号を示す)

坂城町で最古の遺物は、約14,000～ 15,000年前の後期旧石器時代の上ヶ屋型彫刻器とされる石器である。

この石器は南条地区の保地遺跡 (3-1)よ り採集されたものであるが、本出土品以外には込山D遺跡に槍

先型尖頭器の出上があるが、詳細は不明である。

縄文時代の遺構 。遺物では早期押型文系の上器が坂城地区の和平A遺跡や平沢遺跡で採集されている。ま

た、平成12年度に発掘調査が実施された坂城地区の込山C遺跡 (30-3)か らも押型文系の上器片が少量出

上 しているが、これらは現在整理中である。この他に縄文時代前期・中期の土器も出土している。後期・晩

朗では、学史的にも有名な保地遺跡が挙げられる。保地遺跡は昭和40年度と平成11年度に発掘調査が実施さ

れている。前者は縄文時代後期後半から晩期後半までの上器・石器群と、後期後半に属するとされる特殊儀

ネL的遺構の検出が『考古学雑誌』に報告されている (関 1966)。 後者については、縄文時代晩期に位置づけ

られる再葬墓が検出されており、中でも約19個体分の人骨が埋葬された 2号墓l■が注目される。その他、坂

城地区の込山D遺跡 (304)か ら昭和初期に採集された速光器土偶の頭部がある。

弥生時代では、中期以前の調査例がないため状況は不明である。後期後半では、平成 5年度に南条地区の

妖 田遺跡 (1-7)で発掘調査が実施され、この時期に属する竪穴住居址36棟 をはじめとする遺構が検出さ
れ、土器、石器、土製品、及び鉄製品が出上している。

古墳時代では、前期古墳は確認されていないが、中期古墳には中之条地区の仮称東平 1号墳 。2号墳が挙

'デ

られる (註 1)。 これらは、平成 5年度に実施された上信越自動車道建設に伴う発掘調査で、埴輪や土器

な どの出土品から、 1号墳は 5世紀第 2四半期後半、 2号墳は 5世紀第 2四半期前半に位置づけられた (若
林 1999)。 後期古墳では、町内でいくつかの古墳群の存在が知られているが、中でも代表的なものは村土地

区の福沢古墳群小野沢支群に属する御厨社古墳である。埋葬施設に千曲川水系最大級の横穴式石室を持ち、



全長11.2mを測り、勾玉や切子玉、耳環などが出土している。古墳時代後期の集落址は町内においても多く

検出され、特に環状に土器が配列された祭祀遺構が検出された南条地区の青木下遺跡 (1-8)が注目され

る。

奈良時代 。平安時代の遺跡では、中之条地区の中之条遺跡群 (8)と その周辺遺跡に多くの調査例があり、

この地域における奈良 。平安時代の状況が徐々に解明されつつある。具体的には、寺浦遺跡 (8-1)、 上町

遺跡 (8-2)、 東町遺跡 (8-3)、 宮上遺跡 (8-5)、 北川原遺跡 (8-6)、 豊饒堂遺跡 (20)、 開畝遺跡

(21)で調査が実施され、古墳時代後期後半～平安時代までの集落址が判明している。また、平安時代の生

産遺跡として坂城地区の土井ノ入窯跡 (32)があり、瓦の生産が行われていたことが判明し、本遺跡で生産

された瓦は、現在の坂城小学校がある場所に 8世紀末～ 9世紀頃に存在 していたとされる込山廃寺 (54)に

用いられたほか、上田市信濃国分寺・国分尼寺、千曲市正法廃寺の補修用の差し瓦として使用されていたこ

とが判明している。

平安時代後期、寛治 8年 (嘉保元)(1094)に 村上地区に配流されてきた源盛清が後に村上氏として勢力

を持つようになり、戦国時代には村上義清が活躍するようになった。義清の頃、村上氏の居館は現在の坂

城地区の満泉寺一帯に所在 したとされ、その背後にそびえる葛尾山の山頂には、義清が使用 した葛尾城跡

(44)がある。このほか、中世の遺跡では坂城地区の観青平経琢 (55)を はじめとする経塚と中之条地区の

開畝製鉄遺跡 (53)がある。観音平経塚は昭和54年 と平成 4年に調査が行われたが、平成 4年の調査では、

経琢の年代は14世紀第 2四半期とされ、その周辺の五輪塔群の造営時期は14世紀第 2四半期から16世紀前半

頃に位置づけられている (若林 1999)。 開畝製鉄遺跡は、昭和52・ 53年 に坂城町教育委員会によつて学術調

査が実施され、16世紀頃の製鉄炉址 2基が確認されている。この調査は県内初の製鉄遺跡の学術調査として

学史に位置づけられるものであつた。

江戸時代に入ると、現在の坂城地区を主体とする坂木村、中之条地区を主体とする中之条村には幕府の代

官所が置かれ、以後明治維新まで天領として支配された。このことから、この地域を重要視 していたこと

が看取される。代官所は最初、坂木 (61)に 置かれたが、明和 4年 (1767)に焼失し、その後、安永 8年

(1779)に は中之条に代官所が置かれるようになった。

以上、近世までの坂城町の歴史を概略した。

註 1 周知の御堂川古墳群東平支群 1号墳 。2号墳とは異なる可能性があるため、仮称とされている。今後、正式な古墳名称

の確定が必要である。

参考文献 (五十音順・敬称略 )

坂城町教育委員会 19硲 F開畝製鉄遺跡一第 1次調査報告』 1979F開 畝製鉄遺跡一第2次調査報告』 1993F宮 上遺跡Ⅱ』 1995『東裏遺跡』 1996
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柳沢 亮
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図面番号 遺 跡 名 種  別 時  代

商条逮跡群 集落址 詠生～平安

南条遺跡群 東裏追跡 集落址 弥生～平安

-2 南条追跡群 御殿裏遺跡 (鼠宿 ) 集落址 弥生～平安

-3 南条遺跡群 百々目利遺跡 集落祉 弥生～平安

南条遺跡群 中町遺跡 (新地) 集落lll 弥生～平安

-5 南条遺跡群 田町還跡 集落址 弥生～平安

南条追跡群 廻り目追跡 集落址 孫生～平安

―-7 南条遺跡群 塚田還跡 (田端 ) 集落址 弥生～平安

南条遺跡群 青木下遺跡 水日l■、祭祀跡 孫生～平安

金井西遺跡群 集落址 縄文～平安

全井西違跡群 金井追跡 集房址 縄支～平安

金井西遺跡群 社宮神遺跡 (金井西) 集落址 縄文～平安

金井西追跡群 並木下遺跡 集落批 縄文～平安

全井東選跡群 集落班 編文～平安

金井東避跡群 保地避跡 集落批 縄支～平安

金井東遺跡群 山金井遺跡 集落址 縄文～平安

金井東過跡群 大木久保追跡 (商条小学校致地 集落祉 縄文～平安

金井東遺跡群 酒玉遺跡 集落址 縄文～平安

栗ヶ谷古墳 古 墳 古墳

社宮神経塚 経 塚 中世

町横尾追跡 散布地 縄支～平安

7 北畑古墳 古  墳 古墳 (後期 )

中之条追跡群 案落址 縄文～平安

中之条追跡群 寺浦遺跡 集落址 縄文～平安

中之条追跡群 上町遺跡 集落址 弥生～平安

中之条追跡群  東町遺跡 集落批 株生～平安

中之条追跡群 北浦遺跡 集落班 縄文～平安

-5 中之条遺跡群 宮上遺跡 集落址 縄支～平安

中之条遺跡群 ゴtl l原追跡 集落址 縄文～平安

商条塚穴古蹟 (塚穴古墳 ) 古  墳 古墳 (後期)

谷川吉墳群 古  蹟 古墳 (後期)

谷川古墳群 入横尾支群 向日古墳 古  墳 古墳 (後期)

谷川古墳群 入横尾支群 刈嫁古墳 古  墳 古墳 (後期)

入横尾遺跡 散布地 平安

谷川古墳群 上原支群 吉  煩 古墳 (後期 )

前原墳墓群 墳 墓 中世～近世

御堂川古墳群 山口支群 古  墳 古墳 (後期)

山崎追跡 散布地 縄支

御堂川古墳群 山崎支群 吉  墳 古墳 (後期 )

17 御堂川古墳群 前山支群 古  墳 古墳 後期)

御堂川古蹟群 前山1号墳 古  頬 古墳 後期)

-2 御堂川古蹟群 前山2号墳 古 墳 古墳 後期 )

-3 御堂川古墳群 前山3号墳 古 墳 古墳 後期)

御堂川古墳群 前山4号墳 古  墳 古墳 後期 )

-5 御堂川古墳群 前山5号墳 古 墳 古墳 後期)

御堂川古墳群 前山6号墳 古 jH 古 墳 後期 )

御堂川古蹟群 前山7号墳 古  墳 苦墳 後期 )

御堂川古蹟群 前山8号墳 古 墳 古墳 後期 )

-9 御堂川古墳群 前山9号蹟 古 墳 古墳 後期 )

御堂川古墳群 前山10号墳 古  墳 古墳 (後期 )

御堂川古墳群 前山11号墳 古 墳 古墳 (後期 )

-12 御堂川古墳群 前山12号墳 古 墳 古墳 (後期 )

-13 御堂川古墳群 前山13号壊 百 煩 古墳 (後期 )

御堂川吉墳群 前山14号墳 古 墳 古墳 (後期 )

御堂川古墳群 東平支群 三塚古墳 古 墳 古墳 (後期 )

御堂川古墳群 山田支群 古 墳 古墳 (後期 )

豊饒堂追跡 (山崎北遺跡) 集落址 縄支～詠生

開畝遣跡 案 落 弥生～平安

人塚吉墳 古 蹟 古蹟 (後期 )

四ツ屋追跡群 集落址 縄文～平安

戊久保遺跡 集落ll 古猿～平安

入田選跡 散布地 奈良～平安

塚内古墳 (御所沢古墳) 吉  蹟 古墳 (後期)

金比羅山追跡 散布地 縄文～平安

蓬平経塚 経  塚 中世

岡の原棄跡 栗  跡 平 安

込山遺跡群 集落址 縄文～平安

込山遺跡群 込山A遺跡 (水上 ) 集落盤 縄文～平安

-2 込山遺跡群 込山 B追跡 (社宮神 ) 集落址 縄文～平安

-3 込山遺跡群 込山 C追跡 (込山) 集落址 縄文～平安

込山遺跡群 込山 D追跡 (横町 ) 集落址 縄文～平安

-5 込山遺跡群 込山 E遺跡 (立町 ) 集落址 縄支～平安

日名沢遺跡群 集落址 弥生～平安

日名沢追跡群 日名沢遺跡 集落址 詠生～平安

-2 日名沢遺跡群 丸山遺跡 集落址 弥生～平安

土井ノ入窯跡 窯  跡 奈良～平安

平林遺跡 散布地 縄文

図面番号 追 跡 名 種  別 時  代

垣外案跡 窯 跡 平安

平沢遺跡 散布地 縄文

和平追跡群 集落 l■、散布地 縄文～平安

和平遺跡群 和平 A遺跡 集落批 縄文～平安

和平遺跡群 和平 B遺跡 散布地 詠生

-3 和平遺跡群 和平 C遺跡 散布地 平安

金比羅山古墳 古 墳 古墳 (後期)

村上氏館跡 城館跡 中世

馬の背遺跡 散布地 縄支

北日名経塚 経 塚 中世

北日名塚穴古墳群 古  壊 古墳 (後期,

北日名嫁穴1号墳 古  墳 古墳 (後期)

北日名塚穴2号墳 古  墳 古墳 (後期)

梅ノ木遺跡 散布地 縄文

栗田窯跡 寮 跡 奈良

葛尾城跡 城館跡 中世

出浦沢古墳群 古 墳 古墳 後期 )

出浦沢古墳群 出浦支群1号墳 古 墳 古墳 後期 )

-2 出浦沢古墳群 出浦支群2号墳 古  墳 古壊 後期 )

-3 出浦沢古墳群 出浦支群3号墳 古  墳 古墳 後期 )

出浦沢古墳辞 出浦支群4号墳 古 墳 古墳 (後期 )

-5 出浦沢古墳群 出浦支群5号墳 古 墳 古墳 (後期 )

-6 出浦沢古蹟群 島支群1号墳 百  煩 古墳 (後期 )

出浦沢古墳群 島支群2号墳 古  墳 古墳 (後期 )

島遺跡 集落址 弥生～平安

福沢古墳群 古  墳 古 墳 後期 )

―-1 福沢古墳群 小野沢支群1号墳 (御厨社古墳 ) 古  壊 古 墳 後期 )

-2 福沢古墳群 小野沢支群2号墳 古 墳 古墳 後期 )

-3 福沢古墳群 小野沢支群3号墳 (ヤ ックラ古墳 古 墳 古墳 後期 )

福沢古墳群 小野沢支群4号墳 古 墳 古墳 後期 )

小野沢遺跡 集落 l■ 弥生～平安

福沢古墳群 越堂支群 古 墳 古墳 (後期 )

福泉寺裏吉墳 古 墳 古墳 (後期 )

狐落城跡 城館跡 中世

三水城跡 城館跡 中世

開畝製鉄遺跡 製鉄跡 中世

込山廃寺跡 寺院跡 平安

観音平経塚 経 塚 中世

粟田小鍛冶跡 製鉄跡 中世

塩之原遺跡 集落址 奈良～平安

南日名遺跡 集落址 弥生～平安

葛尾城根小屋跡 城館跡 中世

姫城跡 城館跡 中世

坂木代官所跡 屋政跡 近世

田町追跡群 散布地 古墳～平安

御所沢墳墓群 噴 墓 中世

雷平窯跡 窯 跡 平安

中之条石切場跡 採掘跡 近世

砥沢古墳 古 墳 古墳 (後期 )

中之条代官所跡 屋致跡 近世

吼岨窯跡 窯 跡 平安

観音坂城跡 城館跡 中世

商鯉の川追跡 (吉祥寺跡 ) 散布地寺院跡 奈良～中世

口留番所跡 屋致跡 近世

和合城跡 城館跡 中世

高ツヤ城跡 城館跡 中世

虚空蔵山城跡 城館跡 中世

地獄沢黄鉄鉱採掘跡 採掘跡 近世

籠岩遺跡 散布地 平安

出浦城跡 城館跡 中世

上五明条里水田姓 水田址 平安～近世

出浦遺跡 集落址 縄文～平安

村上氏館跡 城館跡 中世

福沢氏居館跡 城館跡 中世

小野沢窯跡 窯 跡 秦良～平安

福沢古墳群 古 墳 古墳 (後期 )

福沢古壊群 五狭支群1号噴 古  墳 古墳 (後期 )

福沢古墳群 五狭支群2号墳 古 墳 古墳 (後期)

福沢古墳群 五狭支群 3号墳 古  墳 古墳 (後期)

荒宿遺跡 集落址 縄文～平安

網掛原追跡 集落址 縄文～平安

祭TE跡 祭IB跡 平安

島黄銅鉱採掘跡 採掘跡 近代

島マンガン鉱採掘跡 採掘跡 近代

上平黄銅鉱採掘跡 採掘跡 近代

横吹北国街道跡 街道跡 近世

-6-



第Ⅲ章 調査の概要

第 1節 調査の方法

本遺跡の調査では、調査区の遺構・遺物の正確な位置を記録でき、なお、将来的に周辺で実施される遺跡

の発掘調査での遺構・遺物の調査にも整合できるように、平成14年 4月施行の世界測地系2000の座標軸を基

にグリッドを組んだ。

グリッドについては、200m× 200mの大グリッドを設け区画を行い、その中を40m× 40mに 25等分した中

グリッドを設定 (第 3図)し、北東端より「A・ BoC… Y」 区とアルファベットの大文字で命名した。本

調査ではVoW区 が発掘調査の対象グリッドである。また、その中グリッドを4m× 4mの小グリッドで

100区画に分割し、南北列を北から算用数字で「 1,2・ 3… 10」、東西列を東から五十音順で「あ 。い 。う…

こ」と呼称することとした。例えば、その中の北東交点を「Oグ リッド」というように命名し、調査に係る

グリッドの呼称は例えば「Oあ 1グ リッド」とし、遺物の取 り上げや遺構図の作成の基準とした。また、発

掘調査における遺構の実測は、基本的に 1/20を基準として簡易遣り方実測にて行った。

割 .(甲コ 胆い づ 華 主・世

第 3図 寺浦遺跡V発掘調査区設定図 (1:2,500)
-7-



第 2節 基本層序

本調査区の基本層序は右図に柱状図を示したと

おりである。 I層は黒褐色土層で、耕作土層であ

る。■層は礫を多く含む明黄褐色の上層で、地山

である。

Om

I層 黒褐色土 (10YR3/2)耕作層。

I層 明責褐色土 (10YR6/6)礫を
多く含む土層、堆積層。

第 3節 検出された遺構 ・遺物

本調査によって検出された遺構・遺物は以下のとおりである。

第 4図 基本層序模式図

遺物 )

時期不明  土師器 。須恵器

遺構)

時期不明

時期不明

土坑址

溝状遺構

15基

1条

完掘状況 (北より) 完掘状況 (南より)



。
oPl

P2

0P4

0SKl

⊂⊃SK10

Oも
SK12

0 (1:2110)4m

第 5図 寺浦遺跡V遺構配置図 (1:200)



第Ⅳ章 調査の結果

第 1節 土 坑址

(1) 1号土坑

遺構 (第 6図 )

検出位 置 :Vか 9グ リッド。重複関係 :な し。平面形態 :概ね0.6m× 0.5mの精円形を呈 している。主軸方

位はN-85° 一Eを指す。断面形態 :浅い皿状を呈 し、検出面からの深さは約10cmを 測る。覆土 :黒褐色を

基調 とする土層が堆積していた。遺物出土状況 :遺物は出上しなかった。時期 :帰属時期は不明である。な

お、 l。 2号、 4～ 7号土坑に関して、直線状の配列を示しているため、掘立柱建物の可能性もあったが、

形状や深さなどから各イ回別の上坑ないしは、簡易な柵列跡ではないかと判断した。

(2) 2号 土坑

遺構 (第 6図 )

検出位 置 :Vか 9グ リッド。重複関係 :な し。平面形態 :概ね0,8m× 0,7mの 円形を呈している。主軸方位

はN-85° 一Eを指す。断面形態 :浅い皿状を呈 し、検出面からの深さは約20cmを測る。覆土 :黒褐色を基

調 とす る土層が堆積していた。遺物出土状況 :遺物は出土しなかった。時期 :帰属時期は不明である。

(3) 3号 土坑

遺構 (第 6図 )

検出位 置 :Vか 9グ リッド。重複関係 :西側が調査区外未検出のため詳細は不明である。平面形態 :西側が

調査区外未検出のため詳細は不明である。断面形態 :西側が調査区外未検出のため詳細は不明であるが、椀

状 を呈 し、検出面からの深さは約52cmを測る。覆土 :黒褐色を基調とする土層が堆積 していた。遺物出土状

況 :i豊物は出土しなかった。時期 :帰属時期は不明である。

(4) 4号 土坑

遺構 (第 6図 )

検出位 置 :Vか 10グ リッド。重複関係 :な し。平面形態 :概ね0,9m× 0.8mの隅九方形を呈 している。主軸

方位は N-5° 一Eを指す。断面形態 :浅い皿状を呈 し、検出面からの深さは約16cmを 測る。覆土 :黒褐色

を基調 とする土層が堆積していた。遺物出土状況 :遺物は出土しなかった。時期 :帰属時期は不明である。

(5) 5号 土坑

遺構 (第 6図 )

検 出位 置 :Vか 10グ リッド。重複関係 :平面形態 :概ね lm× 0.6mの 隅丸方形を呈 している。主軸方位は

N-6° ―Eを指す。断面形態 :浅い皿状を呈 し、検出面からの深さは約18cmを測る。覆土 :黒褐色を基調
とする 土層が堆積 していた。遺物出土状況 :遺物は出土 しなかった。時期 :帰属時期は不明である。

―-10-―



(6)6号 土坑

遺構 (第 6図 )

検出位置 :Vか 10、 Wか 1グ リッド。重複関係 :な し。平面形態 :概ね0.9m xO.4mの 楕円形を呈している。

主軸方位はN-14° 一Wを指す。断面形態 :浅い皿状を呈し、検出面からの深さは約12cmを測る。覆土 :黒

褐色を基調とする土層が堆積していた。遺物出土状況 :遺物は出土しなかった。時期 :帰属時期は不明である。

(7)7号 土坑

遺構 (第 6図 )

検出位置 :Wか 1グ リッド。重複関係 :な し。平面形態 :概ね0,7m× 0.5mの楕円形を呈 している。主軸方

位はN-66° ―Eを指す。断面形態 :浅い皿状を呈し、検出面からの深さは約12cmを測る。覆土 :黒褐色を

基調とする土層が堆積していた。遺物出土状況 :遺物は出土しなかった。時期 :帰属時期は不明である。

(8)8号 土坑

遺構 (第 6図 )

検出位置 :Wか 1、 Wか 2グ リッド。重複関係 :西側が調査区外未検出のため詳細は不明である。平面形

態 :西側が調査区外未検出のため詳細は不明である。断面形態 :浅い皿状を呈し、検出面からの深さは約20

cmを測る。覆土 :黒褐色を基調とする土層が堆積 していた。遺物出土状況 :遺物は出上しなかった。時期 :

帰属時期は不明である。

(9)9号 土坑

遺構 (第 6図 )

検出位置 :Wか 2グリッド。重複関係 :西側が調査区外未検出のため詳細は不明である。平面形態 :西側が

調査区外未検出のため詳細は不明である。断面形態 :椀状を呈し、検出面からの深さは約26cmを測る。覆

土 :黒褐色を基調とする土層が堆積していた。遺物出土状況 :遺物は出土しなかった。時期 :帰属時期は不

明である。

(10)10号土坑

遺構 (第 6図 )

検出位置 :Wか 3グ リッド。重複関係 :な し。平面形態 :概ね08m× 0.5mの隅丸方形を呈している。主軸

方位はN-86° 一Eを指す。断面形態 :浅い皿状を呈し、検出面からの深さは約 8 cmを測る。覆土 :暗褐色

を基調とする土層が堆積していた。遺物出土状況 :遺物は出上しなかった。時期 :帰属時期は不明である。

(11)11号土坑

遺構 (第 6図 )

検出位置 :Wか 6グ リッド。重複関係 :な し。平面形態 :概ね0.7m× 0.4mの隅丸方形を呈している。主軸

方位はN-27° 一Eを指す。断面形態 :二段に掘り込まれた皿状を呈し、検出面からの深さは約24cmを 測る。

覆土 :黒掲色を基調とする土層が堆積していた。遺物出土状況 :遺物は出上しなかった。時期 :帰属時期は

不明である。
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(12)12号土坑

遺構 (第 6図 )

検出位置 :Wか 6グ リッド。重複関係 :な し。平面形態 :概ね1.lm× 0.6mの隅丸方形を呈している。主軸

方位はN-74° ―Eを指す。断面形態 :二段に掘り込まれた皿状を呈し、検出面からの深さは約20cmを 測る。

覆土 :黒褐色を基調とする土層が堆積していた。遺物出土状況 :遺物は出上しなかった。時期 :帰属時期は

不明である。

(13)13号土坑

遺構 (第 6図 )

検出位置 :Wか 7グ リッド。重複関係 :な し。平面形態 :概ね0.7m× 0,7mの楕円形を呈している。主軸方

位はN-81° 一Eを指す。断面形態 :皿状を呈し、検出面からの深さは約22cmを測る。覆土 :黒褐色を基調

とする土層が堆積していた。遺物出土状況 :遺物は出土しなかった。時期 :帰属時期は不明である。

(14)14号土坑

遺構 (第 6図 )

検出位置 :Wか 8グ リッド。重複関係 :西側が調査区外未検出のため詳細は不明である。平面形態 :西側が

調査区外未検出のため詳細は不明である。断面形態 :皿状を呈し、検出面からの深さは約20cmを測る。覆

土 :黒褐色を基調とする土層が堆積していた。遺物出土状況 :遺物は出上しなかった。時期 :帰属時期は不

明である。

(15)15号土坑

遺構 (第 6図 )

検出位置 :Wか 8、 Wか 9グ リッド。重複関係 :西側が調査区外未検出のため詳細は不明である。平面形

態 :西側が調査区外未検出のため詳細は不明である。断面形態 :皿状を呈し、検出面からの深さは約12cmを

測る。一部分に深い掘り込みがあった。覆土 :黒褐色を基調とする土層が堆積していた。遺物出土状況 :遺

物は出土しなかった。時期 :帰属時期は不明である。

第 2節 溝状 遺構

(1)1号 溝状遺構

造構 (第 7図 )

検出位置 :Wか 5グリッド。重複関係 :東西両側が調査区

外未検出のため詳細は不明である。平面形態 :東西両側が

調査区外未検出のため詳細は不明である。主軸方位はN一

77° ―Wを指す。断面形態 :浅い皿状を呈し、検出面から

の深さは約10cmを測る。覆土 :黒褐色を基調とする土層が

堆積していた。遺物出土状況 :遺物は出上しなかった。時

期 :帰属時期は不明である。

調査区外

生     ▲ 42830m

ー

l 黒褐色粘質土 (10YR2/2)0    (1:80)    2m
礫を多く含む。      |      |      |

第 7図  1号溝状遺構実測図
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